
初めの日記

2016.09.08

これから、みんなと一緒に日本で生活する。。。。楽しみな。。

大好きなミクちゃん

寇　主銘さんの日記



別れ際

2016.09.10

不知不觉，我们已经走过来4天了，彼此从北京时的生涩，彼此的不了解。。。。。渐渐走到这里，而如今的我们要各自走各自的道路。远赴日本的各个地方，开启彼此期待已久的
新生活，以前听长辈常说，缘分这个东西连接着大家，从一路走来都是如此。           

     我算了一算，虽说再会的时候，就在冬天大阪，但是我们也应该是只有那一次机会了。。。。。ちょっと悲しく感じますあが。。。也曾抱怨过为什么给我们那么短的时间去相
识，彼此熟悉，却给了我们半年时间去想念，虽然我对未来是十分憧憬的，但一定的憧憬之下也会有着一定的不安，缘分把我们从中国的大江南北聚集在这里，而命运却刚刚熟悉彼
此的我们打散。。。。忘记在哪里听过的一句话：也许，今后的一别就是一生。那时的我毕竟没有失去过，还不能体会这样的心情感觉，但现在在临别前，还是深切感受到了。

     但既然分别是我们所不能改变的事，那我们就只能静待冬天的相遇。。。。彼此努力，加油，当缘分临到时，抓住他，而该放手时就面向未来。。。。。在深夜写的这几句
话。。。还是很舍不得你们的，尽管是刚交下的朋友们，那就让我们在相会在冬季吧，また冬の再あいに待っている。。。。。大事な皆さん、また冬で会いましょう。。。。僕は
ずっと待ってます。。
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中秋之夜

2016.09.15

  中秋，这是个传统节日。在中国过的时候总是有着那点理所当然，怎么也搞不明白为什么会要思乡，也就凑合着过了。但今天是一个特别的中秋，独自在外仰望明月，刻骨的思想
之情汩汩涌出，尽管已经是半个小大人啦，但还是不免想起小时的回忆。。。。。和爸爸妈妈在电视机前暖暖的看上一一夜晚会。。。说着未来的梦想。

  然而此刻面对着孤零零的电脑，仿佛那时的未来已经实现。。。看着中秋晚会，仿佛少了些什么，人们总是会在拥有时不在乎，而真正失去时才想起。也许有人说这是人性的弱
点，而我却觉得正因为这样，我们才会懂得回忆，珍惜失去的无论是时光还是人们。。。也许几年后我可能在怀念今天的种种。。。。。

   海上生明月，天涯共此时。此刻我的心情不能还不能太好表达，面对着电脑说的也只有这些了，在日本的小伙伴们。。。我们一起加油。。。。去创造我们自己的未来值得我们时

时怀念的青春回忆吧。。。。期待冬天的相会
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はじめの部活練習試合

2016.09.24

说实话，我是第一次参加部活时就被深深的伤害了。。。可以说是惊讶吧。。来日之前我总是觉得我的球技还可以，来着就是佼佼者了。。。带着这份骄傲。。。我见学了第一次部
活，应该还是很震惊的，想都没想到日本人竟然那么厉害，虽然身高不占优势但是无论是体能还是速度技巧耐力都是很强的。。。。最让我震惊的是我们校队竟然有可以扣篮
的。。。打破了我的认知。。。身体素质好到爆，脱了上衣就可以到美术馆当模特那样的队友。。。膜拜与羡慕。。。真的觉得自己以前是坐井观天啦。。。。

  但我也是不会轻易放弃的。。。在交流的同时我也要努力训练，争取打败他！。。

再说一说前后辈关系的事情吧，之前我是觉得日本的上下关系很严峻，之前来日的学长也有提过，体育部尤为严重！但是现在我还真就要纠正一下这个“误解”在我开学第一天的自我
介绍上我就说到我要进篮球部。。。之后就有无数学长，前辈们来问我什么时候进部活训练。。。。那种感觉绝对不是居高临下的教导，更像是热心相助的朋友，在我见学时学长也
耐心的给我讲述如何摆放鞋子，跟老师打招呼。。。。以及一些好小的小规矩。。。。第一天就让我感觉到久违的团队感觉。。。绝不是强迫或是故意刁难，更多的是一种前辈对后
辈的关怀。。。。说实话，对我的帮助很大。。。

再说一说我的第一次比赛吧，因为是新人，即便去了也不一定能参加上，这已经让我有了心理准备了，经过队长耐心的从车站接我，我总算是来到了比赛场。。。。一小时热身后便
开始啦。。。。令我大吃一惊的是，我竟然上场了。。。。。虽然不太懂套路，但在中国打得也不是白打。。。。。三四分钟就有平均两个球入账，还有点抢断助攻。。。。我已经
很满足了
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マジでおもろい生活

2016.10.31

不知不觉，已经到日本两个月啦。。。经历啦好多，也逐渐适应了这里的人们，班级，同学。。。。安全的度过了期中考试，话说我们高中有个奇葩的规定，要是有三科不及格就不
可以参加部活。。。。无比的悲痛的同时参加了考试。。在无数个难眠的夜晚后我成功的通过了考试，哈哈哈，虽然还是挂了两科，同时也收获了几年都没考过的
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universal studios of japan

2016.11.08

先週、友達と一緒に日本のusjに行った、初めてなので、めっちゃ興奮しました、この間halloweenに近づいてから、夜も怖くなっていた。特に私が怖いものに苦手やから、ほ

んまに怖かった

 

朝7時ぐらいで、あんまり人がなかった、楽。。。やん

日本でhp,の本物の建物に比例して作られたもの。３dも素晴らしかったしまるで自分が異世界に行ったのように、でも人がだんだん多くなてきたのせいで、２時間も待ちまし
た、でも、こんなに長く待った甲斐がある。。。。

どう？綺麗やろう・・・・

午後は、ただ待つだけでした、５時間も待ちました、気持ちを別にして、体力的にもかなりしんどかった。。。。

中国以外の国にもこんなに人が多いなんて初めてしみじみに体験しました。
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前言ったから私あんまり怖いものに苦手です、しかし今回、日本の独特の文化を体験するということで、私が無理矢理にこんなところに連れさせられました。。。

怖いだろう、でもこれはただの外観。。。。中身の怖さは入ったものしかわからない、ガチで怖い。。。。。

誰か入りたい人おる？これは、いわゆるの祟り。。。。名前だけで怖くない？

振り向けば、君がいる。。。。お客さんたちのcosplay.....なぜ貞子かよ。。。。やっぱり日本伝統的な産物。。。。

まあ。。。一日はこんなに充実に過ごしました。。。。気づいたらもう11時前後。。。明日も学校があるやん。。。しんどい。。





秋

2016.12.10

  中国では、秋は寓意的な言葉だ。秋の商（中国古代五音のひとつ）は傷と同音で，全てが枯れ落ち，廃れる様子の表れだ。欧陽修の「秋声赋」にも、詳らかに述べられてい
る。自分にとっては落葉が根にかえってゆく自然の摂理が印象深い。

                           故郷の秋

 北国の工業都市である沈陽の秋は特筆すべきものはない。天高くや爽快な秋などといいながら、深呼吸を繰り返そうものならむせってしまう。早朝の秋風は刺すように冷たい
のに、昼は暑いぐらいだ。そしてまた夜になると一気に冷え込む。でもそのおかげで紅葉は本当に素晴らしい。もちろん、この美しすぎる紅葉は煩わしいこともある。模範的な
生徒として掃除は必須だ。なので落ちてくる枯葉はまったくやっかいな存在だ。「切ろうとしても、なんとかしようにもどうしようもない悲しみ」なんていう詩があるならこれ
は「掃いても掃いても、一向に片付かない北国の落葉」って言えるだろう。落ち葉といえば、一般的には秋の感傷か、命あるもの必ず滅び、自然や時間の無常さを連想するんだ
ろうね。故郷を思うといえば、自分は留学生として、故郷を離れ孤軍奮闘し、理想に向かっているけれど、やっぱり人間って故郷を想わずにはいられない動物なんだと思うよ。
感慨にふけるのも仕方のないことだ。特に異国に身を置くと、それを痛切に感じる。家が懐かしくて懐かしくて。でもこの家、という言葉、故郷の概念と重なるかといえば、微
妙と言わざるを得ない。。。。なにはともあれ、沈陽の秋がどうであれ、十分に懐かしい。今は大阪に住んでいる。秋の紅葉は京都のように有名でもないし、富山のようなおも
しろいお祭りもなく、いたって普通の毎日だ。自然はいつのまにか人の心を落ち着かせて、ここに帰属する安心感を抱かせてくれる。毎日部活が終わったあと、疲れた体で自転
車をこぎながら、見知らぬ街を眺めてゆく。家々に灯る明かりが、強烈な思慕の情をかきたてる。そんなことを考えているうちに、いつのまにか家に着いている。庭から家の中
を窓越しに眺めれば、ホストファミリーたちがご飯の準備をしてくれているにぎやかな様子がみえる。すぐにここが自分の家なんだ、という思いがわきおこり、こここそが帰る
べき場所なんだ、と心から思える。どんな国、場所だろうと、きっとあなたにとって嬉しい、自分の帰るところなんだと思える場所がある。そここそが家。。。本当に、一人で
帰る道すがら、家でのおいしい夕飯やにぎやかな情景を思い浮かべるたびに、自分は幸せだなと思う。日本で自分は孤独ではない。それどころかそばにいて受け入れてくれる家
族こそが自分の故郷だと言える。だったら、大阪はまさに自分の第二の故郷だ。

  早朝、写真を撮ってみたんだ。朝日に映える街。大阪の秋は人の気持ちを穏やかにしてくれる。。。。沈陽の秋は人に思いを託させる。これは自分の故郷の秋だ、落葉は根に
かえり、沈陽も大阪もすべて自分のルーツだ。秋は欧陽修が謳ったような感傷的なことばかりではない。少なくとも自分が実感している故郷の秋はとても幸せだ。
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三カ月の日本生活

2016.12.13

あっという間に、日本に行ったから、もう三カ月が過ぎました、いろいろな友達もでできて、本格的な日本の高校生活も体験してきました、クラブの試合も出たりしました、今
まで、楽しかった、明日は、新しいクラスに行くので、ちょっと不安も混ぜている。H組で過ごした三カ月本当に楽しかった、みんなも優しくて、俺のため何度も打ち上げをし
てくれたり、いろんな面白い日本のことも教えてくれました、ほんまにありがとございました。。。。離れると言っても同じの学校なので会いたいならいつも会えるから。。皆
んなも頑張てください、みんなと一緒に作った思い出は俺はきっと忘れないよ。お互い頑張ろう！

新しいクラスのみんなも仲良くしたいです、そして自分の勉強ももっと頑張りたいです！

期末テストは無事にパスしたと言えども自分の国語がまだまだ欠けていることもはっきりわかったこれからも頑張ります！

もうクリスマスが近づいでいる、初めて日本で過ごしたので、きっといい思い出になるだろう。

 

これは日本語で投稿されたものです
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どやどやの感想

2017.01.22

それは一週間前の土曜日のことだった。確か一月一四日、日本の三大な祭りとも言えるどやどや行事が行われた日。

日本に来た前先輩の韓くんから清風南海のいろいろな行事を聞きました、当時の私を驚かせるのは三つある、その一つは、どやどや行事です。

運動部の一つであるバスケ部を参加した私にとってどやどやは参加せなあかんから、最初は一定の心の準備ができてる、しかしながら、ネットでビデオを見たらほんまにやばい
と思ってた、そんな寒い時期に、裸だけじゃなくて先生たちから冷たいお水もふかれて、みんなも勢いよく何かを叫びながら、走っている。ちょっと参加したくない気がする。
でも、その時、オーストラリアからの留学生三人も文句なしに参加できるって聞いた私は最後の最後決意した、日本の風習を体験といってもいい、ただ別の留学生に負けたくな
いといってもいい、俺は絶対この行事を体験しに行く！

とうとうあの日になった、前もって天気予報を見た俺はほんまに絶望を感じた、大阪の初雪で気温は０度ぐらい、先生たちにとってはどやどやの絶好の天気だと思うかもしれな
いが、我々の学生にとっては悪報に違いない、想像すらできへん。。。。

みんなはふんとしをつけて、四天王寺のお寺の中で最後の出発を待ってる、留学生としての俺たちはみんなんの前で頑張りますをいったんですが、ほんまに行けるかどうか正直
に言うとまだまだわからへん。イライラする最中に、先生がいけ！って言った、あの時から頭が空になってしまった、寒いの冬で全身赤いふんとししか着てない俺たしは、阿呆
らしいに、何かを叫びながら出発した。あの時、なぜさけぶのかがわかってきた。お客様も2000人以上来てくれましたし、先生も何人は俺らと一緒の格好をして裸で走って行
きました、みんなはすごく盛り上がって、冷たいお水にかけられて、一生懸命このどやどやの伝統を守りました、そして今年の大成功によってこれを続けるようになった、使命
感を背負いながら、俺たちは乗り越えました、今でも信じられへん、でもやっと無事にできた！

終わった後、寺に戻ってから順番にお風呂に入る、しかしお風呂といっても一人ずつ熱いお湯いっぱいかけられるだけやし、にもかかわらず、このわずかのお湯こそ地獄に彷徨
う俺たちをいわゆるの天國に連れて来ました、ほんまに最高！

着替えた後、ほんまに自分は偉かったなあと思った、なんとか乗り越えた！もちろんこれは日本での最高の思い出になるに違いない。振り返って、韓くんは参加できなくてほん
まに残念やな。。。。

中間研修はあと一週間、みんなと会うことを楽しみにしています！！！頑張ろうぜ

俺ら紅組！

これは日本語で投稿されたものです
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本格的なマラソン大会

2017.01.24

前の日記で言った最初に俺を驚かせた三つの活動の二つ目が先週の土曜日に参加しました、それはマラソン大会。。。もともとの予定は今週末だったが、いきなり一週間前に移
してしまった、普通の体育の授業でも走っているんですが、１０.８キロはさすが初めての挑戦だった。体育部としてのバスケ部といえども外練は７キロぐらい、最初はほんま
にあかんと思った。

当日の天気はまだまだ良かったけど、気温だけが低かった、初めはあんまり感じてなかったが、走るほど手がだんだん寒くなって、大げさじゃないが、最後は凍った、真っ白に
なってしまった。これは、予測の失敗やわ。。

場所は浜寺公園というところですが、ほんまにでかかった、路線もわからへんの私はみんなと一緒に走るしかなかった、時間と伴い、体力も下がったし、体温も低くなってき
た、一応バスケ部の部員である俺のプライドだけは変わらなかった、が、これは無駄だ。。。残念。。。。

こういう風に、遅くても絶対歩まないという自己に最低な要求を持って、最後まで走り続けた。三百八十人の中で（高一、高二も含めて）164位をとった、幸いなのはバスケ部
での一番遅いの人から脱出した。こういう過程で俺は本格的なマラソン大会をしみじみに体験できました。

また、次の体育行事も絶対諦めずにがんばりたいと思います。。。ps（エッサッサ）日本でしかできない高校行事をいっぱい体験した理、残りの三学期、そして新たの高二も思
い存分運命で一度しかできへん物事を大切にしたいと思います。

もちろん、中間研修の間にも掛け替えのない美しい思い出をみんなと一緒に作りたいやわ！頑張ろう！後一週間だけじゃ。。。

うちの犬の散歩みち

これは日本語で投稿されたものです
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大切な君たちへ

2017.02.03

いよいよ、中間研修が終わった、みんな元々中国から各地で集まっ上で、日本に来ましたので知らず知らずのうちにみんなとこんな深い関わりを結んだことは自分も驚いた。一
人一人はわずかな微塵に過ぎないが、この世界はこの微塵に過ぎない俺たちがあるからこそ出来上がったと言っても過言ではないかなぁ。その人と人の結びつきで知らない相手
を一体なっていく。異国で生活している私たちに対してもそうではないかな、お互いに頑張って、お互いを覚えながら、約束の日まで待とかんあかん。

この五日間四泊で君たちがそばにいてくれてありがとう、ほんまに楽しかった。また東京で会いましょう。

俺いつも涙に弱いから、男子やのにすぐ泣きちゃう、みんなはこの俺にとってほんまに大事な人たちだよ。別れは止められないなら、ちゃんと生きていて、再会まで頑張るしか
ないわ！

京都の一日絶対忘れないわ！

そばにいて、良かった！

これは日本語で投稿されたものです
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中間研修no僕たちへ

2017.02.03

そういえばしばらく中国語で書いた日記を投稿していなかった。今の気持ちは日本語ではうまく言い表せない気がする。久しぶりに再会できた嬉しさ。一緒に笑いあえた楽しい
時間。発表の時の緊張。着物の着た時のビミョーな…気持ち。。ひとつひとつ、全てがこの短かった三日間の研修につまった思い出、僕たちの留学生活の記憶のなかで深く眠っ
ている。

みんなと日本に来て、東京での研修が終了してからずっと、この中間研修を心待ちにしていた。そう、まさに心待ちにしていたんだ。異国の地で同じような境遇の人たちとまた
会いたいって思うこの気持ちは、故郷を懐かしむっていうよりただただ、会いたいっていう気持ちなんだ。

 この半年間、ずっとこの中間研修を楽しみにしていたんだ。それが終わってしまった今、気が抜けたような状態になっている。思い込みの気持ちが消えちゃったからかな。そ
の分、高校生活での活動や勉強にもっと打ち込めそうなものだけど。みんなと経験を分かち合って、意見を交換できて本当に感謝しているよ。僕の青春に君がいてくれて、本当
に良かった。

京都の清水寺、着物を着て歴史ある街並みを歩いた。「君の手を繋いで、心から満足感が溢れ出した、そばにいてくれて、良かった」何年もたった遠い未来にこの時のことを思
い出すときは、きっと太陽の光のような温かな素晴らしい午後にように、静かな気持ちになるのだろう。

留学生活はなにかとせわしないけれど、自分は決して孤独ではない。一緒に頑張っている仲間がいて、ともに青春を書き綴るんだ。

  もうずっと、中国語で文章を書いてなかったので、この文章を読んだ後、違和感を感じることがあるかもしれない。「すみません。。」

寇　主銘さんの日記



優勝おめでとう！

2017.02.22

今日は女子のダンスの発表会でした、正直うちの女の子はけっこ頑張った、早起きで放課後も一生懸命やって来た、高一の学年の発表会なのでチーム合計11、そんな強烈な競
い合いでうちは優勝しました、こんなに素晴らしかった発表会を見してくれてほんまにありがとう。日本女子高校生の女子力はさすがに強かったわ、もちろん男子たちもちゃん

と教室を飾ったりしましたよ。。今日は楽しかった。。

これは日本語で投稿されたものです

寇　主銘さんの日記



三学期

2017.03.27

あっという間にもう日本での留学生活の３分の２が過ぎ去った、それを振り向いてみったらほんまに自分が色々成長しました、二学期の末からクラスが変わって、友達ももう一
度作らなあかんやし、古文、漢文、現代文も急に難しくなった。なかなかしんどかった。でも、新たな環境を適応できるそのものは我々留学生に対しての挑戦の一つだと思いま
す。三学期は短いやけどやっとクラスにちょっと打ち解けるような感じが出てきました。そのきっかけは学年末考査が終わってからのクラス会だった。

今私が入ってるクラスはみんな勉強しか考えっていないの人なので、俺がきてから打ち上げは一回もしなかった、そのため、みんなとの距離感はやはり残ってます。。。それを
解消したい私にとってみんなとのパーティーみたいなやつは一番いいと思います。

三月十三日、いよいよ初めてのクラス会がきました、場所もわからない私は朝から、難波に行って探し始めた、そんなに探しにくいところじゃないので、普通にいけた。私の
Lineはパソコンしかできへんから、当日の集合場所が駅に変わったことは知らなかった、直接にレストランに行った私はクラスメイトをびっくりさせた、にもかかわらず、みん
なと一緒に行ったわけではないから、主催者が心配させまして、ほんまに、申し訳なかった。

やはりみんなは普通の高校生から、すぐ盛り上がって、雰囲気はめちゃめちゃ良かった、このクラス会は、私にとってはみんなと仲良しになるのきっかけとも言えるし、新しい
クラスでの初めての打ち上げでもあるがクラスメイトにとっては最後のクラス会である。間も無く高２生になるので、文理選択とか生物とか物理とかの選択はみんなそれぞれ違
うやから、こんなに集まって、盛り上がってクラス会をやるのはもうありえへん。ちょっと悲しいかもしれへんが、それは事実。でも、みんなはそこまで考えなかったという
か、せっかくの楽しい雰囲気を潰したくないというか、誰もそういう方面の話いいなかった。やっぱり、今を楽しむのが大切やね。。。

最後、みんなと自撮りしたり、冗談を言ったりして、私にとっての最初のクラス会、でも正味最後のクラス会を終わらせた。めちゃめちゃ楽しかったわ、みんなありがとう！ま
た、高二も一緒のクラスになったらいいなあ。。。。

これは日本語で投稿されたものです

寇　主銘さんの日記





海洋実習

2017.03.31

おそらく、三学期の中間の頃、ある物理の授業で先生がいきなり授業の内容と全然関係がないことを言い始めた。なんか瀬戸内海の生態系とか魚類の生存と環境汚染など、物理
よりも生物かなあ。。。もちろん、私だけではなく、みんなも意味わからへんのような顔をしていた。先生が言い終わったら、やっと、だいたいわかった。それは、ある清風南
海の卒業生の先輩が今神戸大学の海洋研究室で働いてるので自分の後輩たちに無料でこういう海洋実習をやってくれるっていうこと。しかし、無料といっても海洋実習だけなん
ですが、往復の交通費は自己負担になりますのでけっこ安くはない。実習地は淡路島という島やから船も乗らなあかんみたいで、ややこしいというか船で酔う可能性も高いから
今まで応募したものは少なすぎってなかなか行われへんみたいな状態になってしまったから、それが先生は授業中にこういう海洋実習をいきなり紹介し始めたわけです。

別に海洋にそんなに深い興味を持ってるわけでもないが、ただ、できるだけ日本で体験できることをチャレンジしようと思ってとりあえず申し込もうか、行けたらもちろんええ
けど、人が多すぎって、行けなくなっても構わへんと考える私は意外に参加できた。

しかし、説明会を聞いた後新たな問題が起こした、集合場所は大阪駅やけど私は行き方はわからへんって先生に言いました、次の日に先生からの連絡があって、同じクラブのジ
イフ君も海洋実習を参加するってわかりました。それなら、簡単に解決できるわ。彼と待ち合わせの場所と時間を決めて後は三月二十一日を待つだけ。

日々は思ったより過ごし速くあっという間にもう期末考査も終わって完全に春休みに入った。とうとう海洋実習の日になった、朝予定通りなんば駅に行ったがなんと地下鉄が目
の前に過ぎ去った、悔しいというか、次のやつを待つしかない。ギリギリセーフやけど、みんなよりは遅かった。

正直、初めて、こんなに遠いところへ行きますが、まず大阪から明石まで電車、そしてそこの港で船を乗り換える、海を渡ったら淡路島で歩いて30分ぐらい、神戸大学の海洋
研究室に到着、朝急いでるから、昼ごはんを買う余裕がなかった。でもなんとか我慢していけるかなぁ。

当時の天気は悪いから研究の船を出されへんので島の堤防で観察しかできなくなった。予定より時間たっぷり余ったから、我々に海の微生物を観察することに変わった、意外に
楽しかった、まるで異世界見たい。顕微鏡なので写真は取れなかったけど、ほんまにびっくりした、わずかなところでもこんなに多い生命が生きているなんて信じられない。

昼頃になって、一応休憩時間やけど、昼ごはんを持ってなかった私は先生に食べに行ってもいい？って聞いてちょうど先生もおにぎり一個しか持ってへんから、先生と一緒に行
くことになった、周りはみんな何があるか全然わからんので、研究室に人に聞きに行った、案外、研究室の先生はみんなをコンビニまで送ってくれるって言いました。当時私
は、マジで優しい人やなあと思った。ほんまに、自分の休憩時間を犠牲し、我々のために、そんな遠いところまで送ってもらって、ガチで感動しました。

休んだら、午後の予定は海藻類の観察とその標本作成となります。いろいろの海藻を手で触って、感じていることは教科書の図だけより何倍も立体的でわかりやすいと思いま
す、予想より成功に標本を作りました。

最後に、私を驚かせたのは、高校生の代表で今日の一日を総括するっていうことはわたしとジイフ君に任せた、朝の遅れたことの処罰かどうかは分かれへんけど、あの時はほん
まに緊張しました、でも繰り返し考えたらそんなに緊張知る必要もないかなあ、ただの総括に過ぎないやし言いたいこと言ったらええし、緊張したからこそやばいやんと思っ
て。結局、無事で済んだ。笑

帰った時も、港で淡路島の名物ねぎラーメンを買った、ホームステイ先と一緒に食べった、美味しかったぜ！

ここまで、海洋実習成功に終わった！おおおおおまたこういう機会があったら俺絶対参加するぞ！

寇　主銘さんの日記



これは日本語で投稿されたものです



春休みの終わり新学期の始まり

2017.04.20

気づかないうち、もう休みが終わってる、勉強の目標もなかなか前に進んでなかった。しかし大切なのはこの期間中に勉強の代わりに何をしました。

前言った海洋実習も行きましたし、クラス会も参加しましたが。今言いたいのは、ホームステイの隣人との話です。

最初日本に着いた時、bbqをした時から私は日本の隣里関係がめっちゃいいなあと思った。ちょうどうちは女の子れいちゃんがおって、隣人さんはゆうとくんがおるから、いつ
も遊びに来てる、で、私は一人子ですので、幼い子供たちが大好き、自分の妹、弟のように遊びしてあげるから、仲がめっちゃいいです。そういうわけで隣人は和歌山の白浜へ
温泉旅行をしに行くから、私を連れってくれった。

和歌山まで地図でみったら遠くはないが、実際に行ってみれば、三時間ぐらいはかかります。その途中でみんなと話したり、笑ったりして、すごく楽しかった。 が、一度も

酔ったことがない私は初めて車に酔った。ほんまにわけがわからないや、みんなも親切でわざわざ薬を買ってくれました。

 

飲んだらすぐ治るまでもないが、和歌山のラーメンを食べたあとはバッチリ治った（笑）もちろんラーメン屋さんもめっちゃ可愛かった店です、そこで足湯も体験しました

寇　主銘さんの日記



到着した後は、しばらく休憩して、三段壁という観光地に行った、自殺の人が多いって言われたが、こんな絶景で自殺しても人生の幸せちゃうかなあと思います。ほんまは若い
恋人たちが自分らの愛情を示すため、名前とお互いの誓いを石で刻んだわけだそうです。残念だが、恋人の二人さんが親のため最後まで付き合えなかった、がその石で刻んだ愛
情の誓いが海と山の間で永遠の証のように残していました。いうまでもなく、外国人もたくさんいました、特に カープル



どう？、絶景やろう。。。また機会があったら是非将来の嫁さんと一緒に行きたい。

天、海、山、で作られた自然の中、それを味わいながら、ホテルの露天風呂に潜り込んで、もう語彙力が足りません、こんなところでほんまに幸せしか感じていなかった。

夕ご飯はホテルの食べ放題で、飽きるほど食べった、お腹パンパンで布団に入って、ぐっすり寝ました。。zzz。。。

朝起きって、太陽の光を浴びながら、朝風呂に入った後遊園地に出発した。目的地はパンダ結浜が住んでいるところ。みんな、いろいろな動物を見って、餌をあげたりしまし

た。思い切って遊んで疲れも感じずに一日を過ごした。

振り向けばほんまに休みがこんなに美しい思い出が思い浮かべるとは思わなかった。みんなありがとう！休みの終わり、新学期の始まり。しっかり切り替えって、一緒に頑張り

ましょう！残った日々を大切にせな！





花は桜、君は美し（花开似樱，倾城如君）

2017.05.02

日本といえば、桜が一番思いついたのでしょうか、ここに来た前、何度もアニメでみったことがあるが、舞い落ちている花びらの姿が一体どんなに美しいかも想像したけど、本
当に行って見たら、さすがに驚いたわ。思った景色と大部違って、風が静まる時は、桜も静かに咲いている、淡いピンクの花びらが集まっていると、花の海というよりピンクの
雲がもっと適切じゃないかなあと思います。

桜はアニメでいつも愛情とか美しい思い出とつながっているので、我々留学生の留学生活も桜っぽいと思います。人生は一年やっとしたら、今の私たしはまさしく満開の桜の時
期ちゃうかなあ。。。。私はみんなが人生のかけがえなき青春で異国で暮らしっていて、各々の生活を体験しながら、それぞれなりの思い出を蓄え、青春の風に吹かれたら、思
い出の花びらが舞い落ちて、その風を乗って青空に飛んで行くことを信じている。

しかし、桜と違うのは、思い出は決して凋落することなく、我々の青春のゆく道で刻んでいるです。

桜ひらひら舞い降りて落ちて、揺れる思い出を抱きしめて。君と春に願いしあの夢に、今も見えているよ、桜舞い散る。

一番美しい桜を一番美しい青春で見たのは、今じゃないか？なので、今を大切にせな！

桜は落ちてしまえば、終わりだが、その中い含めた我々の青春の記憶は散ることなく、永く続けることに信じている。

   

寇　主銘さんの日記



                                              

これは日本語で投稿されたものです



親睦会

2017.05.17

なかなか、前の話なんですが、四月三十日四月三十日でやったクラス会でした。最近、いろいろあって、自分のスケジュールが整っていなかったので、せっかく今日早起きした
から、なんとか、日記を時間を取れました。

おそらく、みんなも、高2に上がってきたと思うですが、文理選択により、クラスメンバーも多少変わったかなと思います。で、私のクラスも少し新しい血液が入ってきまし
た。理系の物理選択ので、なかなかみんなは真面目すぎるかなぁと最初の私はそう思った。クラスメンバー全員を親しめるためには、新しい班長さんはクラス会をやろうと提議
した。

前もやったが、私のlineはパソコンしか使えないため、めっちゃくちゃ不便でした、今回は、それを防ぐ為、前もって、みんなと集まってから、一緒に目的地に移動する方がえ
えと思うので、クラス会の午後からのボーリングも参加した。みんなとの待ち合わせ時間より30分先に着いたから、なんとかなるかな。。（早すぎただけかもしれへん）

集合してから、ボーリング場に行って、やり始めたが、みんなは意外にうまかった、私今回を含めて、二回しかやったことないから、クソ下手だった、でも、バスケ部のプライ
ドがあるから、絶対無理なうんどはないと思って、（水泳以外）しかも、ボウリングも、そんなに難しいくないと思うから、すぐ適応しました。合計四回の平均は１２０点ぐら
い行けました。

それから、晩御飯を食べるとこまで移動して、美味しいしゃぶしゃぶ食べて、正式のクラス会は始まった、今回普通は来れないクラスメートも何人かがきたので、めちゃよかっ
た。

やはり、食べ放題なので、死ぬほど食べなあかんから、私はその金を取り戻そうという目標で食べました、食べ終わってからも、みんなと話し合って、盛り上がって、普通に話
したことがない子たちもちゃんと話しかけて、成功した。パンパンなお腹で（多分俺だけかなぁ）外に行って、ちょっとゲームして、解散しました。これを機に新しいクラスに
うち溶ける自信がある、これからわずかの二ヶ月もよろしくお願いしますネ。。。

寇　主銘さんの日記



食べすきて死んだ俺ら

Round 1 でゲットした可愛い二人



これは日本語で投稿されたものです



最後の中間テスト

2017.05.25

いつの間にか、日々を数えて過ごす習慣ができただろうか？最近こそ、残った日々はもう長くはないと痛感しました。留学生といったら、この学は必要であり、もちろん勉学の
ことですが、今思い出したのは、去年の最初の中間テストでした

時間の軸を遡って、去年の十月に設定した。あの時は振り向けばほんまに辛かった、ちゃんと日本語もできないし、テストはどういう風にやるかも全然わからないので、いきな
りのショックでした。数学、化学、物理とかの理科系は心配なく、復習せへんでもええ成績を出す自信があるが、国語とかの社会系はずっとめどが立たない状態しか保ってな
い。確かに、間違えないやったら、最初の国語は先生のおまけで４０点ギリギリでセイフだった。それからは、自信が出すぎちゃって、国語の勉強も怠け始めた。いうまでもな
いでしょうが、期末テストで案の定欠点とった、で、先生にちゃんと勉強しや。。。。って言われた。もちろん自分も反省したが、やはりそのテストがどんだけ難しいわけもな
いし、自分の方が勉強していなかっただけ、また、せっかく日本に留学しにいったんのに日本語をちゃんと勉強せなあかんぞと思った、なかなか悟りが早いほうかなあ、それか
らは、授業で聞き取れない質問も先生に聞きに行くようになったし、テスト向きの作戦も作った。

いわゆるの作戦は、とりあえず、取れる点数をちゃんと確保して、例えば、暗記せなあかんの単語、漢字、俗語お意味などからやり始めって、先生が言った重要なところは自分
も注意を払って復習してから、演習問題とかの難しい問題に挑戦する、まあ、そこらへんは運命に任せってもいいかなぁ、人としての渡すができるものをきちんとやったら、せ
めて４０点を取れるちゃうか。。

まあ、ちょっとそうしてやったら意外に、点数上がった、別に高くはないが、全学年の平均に達した、それをきっかけして、国語を勉強しる意欲はとりあえず建てた。

それからは、もう欠点脱出するだけじゃ足りへんと思って、やはりクラスの平均を目標にした、三学期からは、全学年で一番ええクラスに入ったから、それがいけるかなぁ。。
と思ってた。

いきなりかもしれへんけど、時間の軸を今に引っ張った、今回の国語は絶対無理や！、欠点を脱出さえできれば、もう何よりやで。と思ったのに、点数でったら、ほほほ、神っ
てるわと思わずに口に出した、なんと平均より２点だけ低いっすよー　　　　　　　　　　作戦大成功

しかし、今回も最後の中間テストやし、もう二度と日本の高校生として中間テストを受けることができないと思ったら、テンションも下がってきたわ、さすがに、光陰は矢の如
し、まだ五十日ぐらいしか日本の高校生として入られませんので、今を大切に、思いっきり残りの日々を楽しもうぜ。。。

去年の写真やけど。。。なんか懐かしいかなあ。。。

これは日本語で投稿されたものです

寇　主銘さんの日記



お誕生日おめでとう

2017.06.04

今日は、ホームステイの小林亮くんの誕生日、みんなは難波のブラジル料理に行った、めちゃくちゃうまかった、亮くんも今月の月末にアメリカへ留学しに行くから、最後まで
一緒にいられなちゃうわ。悲しいやなあ。。。でも、少なくとも、私の影響で留学しに行くのは、ちょっと嬉しいわ、この10ヶ月で、いろいろおしえてくれて、ありがとう。
マジで、本物の兄弟見たい。ではアメリカで、頑張ってください、17歳、楽しく過ごせますように。。。

寇　主銘さんの日記
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